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OPPA論研究会シンポジウム2024
 

と理論 実践 止揚の
−OPPA論の可能性−

「理論と実践の乖離」という言葉があるよ
うに、多くの小・中・高等学校の教員にと
って、教育研究（理論）が「学校現場に生
きる」という実感を持ちにくいのが実際な
のではないでしょうか。この原因は、教育
研究（理論）と現場を円滑に結びつける
「決め手」がなかなか見つからないことに
あると考えられます。このような状況にお
いて、これまでの多くの報告により、教育
活動にOPPA論を活用することで、教師の
教育観が変容し、その結果「研究と実践」
の融合を促すことが明らかになっていま
す。また、諸外国の事例についても参考に
しつつ、OPPA論との比較を通した議論も
必要と考えております。
 以上を踏まえて、本シンポジウムでは、
OPPA論の開発者とオランダのダルトンプ
ラン教育の研究者を招き、それぞれの立場
から、理論と実践の止揚における課題とそ
の克服について議論します。奮ってご参加
ください。

11月2日 
ハイフレックス開催 
13：00　受付開始

准教授　中島 雅子
埼玉大学教育学部

司会

埼玉大学総合研究棟1号館 
シアター教室

14：25　

15：05

14：20
奥村 好美准教授 特別講演

13：20
13：30　堀 哲夫名誉教授 特別講演

15：20
16：20

名誉教授　堀 哲夫
山梨大学 

教育における理論と実践の止揚をめぐって　
−OPPA論を中心にして−

准教授　奥村 好美

後援:  
主催: OPPA論研究会

京都大学大学院教育学研究科

【お問い合わせ】
 埼玉大学教育学部　中島雅子研究室
研究室HPのお問い合わせフォームからお願い致します。
https://sites.google.com/view/nakajimalab/

参加費無料

オランダの教育研究を通して見るOPPA　
−ダルトンプラン教育と比較して−

土

クロージング
質疑応答
休憩（15分）

休憩（5分）

オープニング

（対面、オンライン併用）

https://sites.google.com/view/nakajimalab/
https://sites.google.com/view/nakajimalab/


会場案内講演者・司会者紹介

OPPA論は「たった一枚の紙に何ができるか、そこに挑
戦したい」という強い思いから出発した教育論です。学
習者に学習前・中・後の「学習履歴」の最重要点を一枚
の用紙に記録させ学習全体を「自己評価」させるととも
に、そこから得られた情報を基にして学習や授業を改善
し、教育方法を高めるための理論、方法を指します。

                                        　　　　　（堀・中島、2022）　　　　　　　　　　　　　

OPPA論とは

東京駅から
JR京浜東北線（快速35分）北浦和駅西口

北浦和駅西口からバス（埼玉大学行き 約15分）

新宿駅から
JR埼京線（34分）南与野駅西口

南与野駅西口、または南与野駅北入口
からバス（埼玉大学行き 約10分）

※ 交通状況により到着時間に遅れが生
　       じる場合があります。ご了承ください。

堀哲夫監修,中島雅子編著　
シリーズ『OPPAでつくる授業』
東洋館出版社より絶賛発売中！

山梨大学名誉教授　堀 哲夫
山梨大学名誉教授・名誉参与。
一枚ポートフォリオ評価（OPPA）論の開発者。
著書に『子どもの学びを育む一枚ポートフォリオ評価 理科』（編著）
『子どもの成長が教師に見える一枚ポートフォリオ評価 小学校編』
（編著）『子どもの成長が教師に見える一枚ポートフォリオ評価 中学
校編』（編著）『授業と評価をデザインする 理科』（共著、以上日本
標準）、『理科教育学とは何か-子どもの科学的概念の形成と理解研究
を中心にして-』『理科授業力向上講座-よりよい授業づくりのため
に-』（編著）『教育評価の本質を問う一枚ポートフォリオ評価OPPA-
一枚の用紙の可能性-』『自習学習ノートへの挑戦-自ら学ぶ力を育てる
ために-』（共著）『新訂 一枚ポートフォリオ評価OPPA 一枚の用紙の
可能性』『一枚ポートフォリオ評価論OPPAでつくる授業-子どもと教師
を幸せにする一枚の紙-』（監修、以上東洋館出版社）『問題解決能力
を育てる理科授業のストラテジー-素朴概念を踏まえて』（編著、明治
図書）など多数。

京都大学大学院教育学研究科准教授　奥村 好美
2015年03月 京都大学大学院教育学研究科博士後期課程修了
2015年04月 兵庫教育大学大学院学校教育研究科講師
2019年04月 兵庫教育大学大学院学校教育研究科准教授
2022年04月 至 現在 京都大学大学院教育学研究科准教授
専門は教育方法学（教育評価論, カリキュラム論）日蘭をフィール
ドに, 学校や教師の自律性・多様性を尊重しながら教育の質を維
持・改善していくための教育評価のあり方に関心を持って研究し
ています。
主な著書に『<教育の自由>と学校評価ー現代オランダの模索』(単
著、京都大学学術出版会)、『「逆向き設計」実践ガイドブックー
『理解をもたらすカリキュラム設計』を読む・活かす・共有す
る』(共編著、日本標準） など。

2007年 山梨大学大学院教育学研究科修士課程修了 修士（教育学）
2011年 京都大学大学院教育学研究科修士課程修了 修士（教育学）
2015年 兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科博士課程修了 
博士（学校教育学）
OPPA論研究会の代表を務める。
専門は、教育方法学（教育評価論）。特に自己評価を中心に「資
質・能力の育成とその評価」、「学習・授業改善」、「教員養成・
教師教育」などについて研究しています。
主な著書に『自己評価による授業改善-OPPAを活用して-』（単著
)、『一枚ポートフォリオ評価論OPPAでつくる授業‐子どもと教師を
幸せにする一枚の紙‐』（編著）『一枚ポートフォリオ評価論でつ
くる授業 小学校編』（編著）、以上東洋館出版社、など。

埼玉大学教育学部准教授　中島 雅子


